
１

日

の

市

議

会

本

会

議

で

、

自

民

党

市

議

が

「

財

政

危

機

に

ど

う

対

処

す

る

か

」

と

質

問

。

市

長

、

答

え

て

曰

く

。
「

来

年

度

か

ら

の

３

年

間

を

『

集

中

改

革

期

間

』

と

す

る

。

国

の

基

準

や

他

都

市

と

比

べ

て

高

い

水

準

と

な

っ

て

い

る

市

民

サ

ー

ビ

ス

を

見

直

す

」
。

勿

論

、

市

長

の

言

う

「

改

革

」

と

は

、

市

民

に

と

っ

て

は

「

改

悪

」

の

こ
と
で
す
。

国

の

基

準

よ

り

高

い

と

言

う

の

は

、

例

え

ば

保

育

士

の

配

置

が

、

国

基

準

で

は

３

人

の

場

合

、

市

が

１

人

＋

し

て

４

人

に

す

る

、

な

ど

の

こ

と

で

す

。

他

都

市

と

の

比

較

で

は

、

あ

る

制

度

は

あ

る

市

が

高

く

、

別

の

制

度

で

は

別

の

市

が

高

く

、

と

い

う

の

は

、

あ

っ

て

当

た

り

前

で

す

。

各

都

市

が

低

い

方

に

合

わ

せ

れ

ば

、

都

市

毎

の

特

徴

が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

敬

老

乗

車

証

や

国

保

、

後

期

高

齢

者

医

療

、

介

護

保

険

、

障

害

者

施

策

、

保

育

料

、

学

童

う

歯

、

水

道

料
、
市
バ
ス
地
下
鉄
運
賃
、

等

々

、

市

長

の

「

改

革

」

対

象

は

、

市

民

生

活

の

多

く

の

分

野

に

及

ぶ

で

し

ょ

う

。

み

ん

な

で

運

動

を

強

め
ま
し
ょ
う
。

最
近
の

相

談

か

ら

◎

滋

賀

県

の

叔

父

が

急

死

。

身

寄

り

は

他

に

な

く

、

病

院

か

ら

「

す

ぐ

引

き

取

り

に

来

て

ほ

し

い

」
。

慌

て

て

地

元

の

葬

儀

屋

さ

ん

に

頼

み

葬

式

も

終

え

ま

し

た

が

、

す

で

に

入

院

代

や

葬

式

代

の

請

求

井

上

議

員

な

ど

も

再

三

求

め

て

き

て

い

た

、

世

帯

や

事

業

者

へ

の

給

付

金

の

再

支

給

に

つ

い

て

、

そ

の

一

部

で

す

が

、
「

ひ

と

り

親

世

帯

へ

の

臨

時

特

別

給

付

金

」

の

再

支

給

が

実

現

の

運

び

と

な

り

ま

し

た

。

日

の

市

議

会

で

、

補

10

書
が
。
葬
祭
費
の
請
求
や
、

僅

か

な

が

ら

残

さ

れ

た

貯

金

を

引

き

出

せ

た

と

し

て

も

（

こ

れ

も

困

難

）

全

然

足

り

ま

せ

ん

。

現

地

へ

の

往

復

や

ア

パ

ー

ト

の

部

屋

の

後

片

付

け

も

大

変

。

遺

品

整

理

の

最

中

に

多

額

の

借

金

も

発

覚

。

相

続

放

棄

手
続
き
の
予
定
で
す
。

◎

突

然

、

兵

庫

県

の

裁

判

所

か

ら

「

あ

な

た

が

訴

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

○

日

に

出

頭

さ

れ

た

し

」

と

の

手

紙
。
原
告
に
よ
る
と
、
「
最

近

、

相

続

で

得

た

土

地

518

㎡

の

登

記

簿

を

見

た

ら

、

あ

な

た

の

曾

祖

父

が

、

明

治

年

、

円

の

抵

当

権

26

11

を

設

定

。

時

効

だ

か

ら

、

抵
当
権
を
抹
消
さ
れ
た
い
」

と

の

こ

と

。

曾

祖

父

の

権

利

が

引

き

継

が

れ

て

き

た

も

の

で

す

が

、

当

方

に

と

っ

て

も

全

く

あ

ず

か

り

知

正

予

算

が

可

決

さ

れ

、

年

内

に

支

給

の

方

向

で

す

。

給

付

額

は

一

世

帯

５

万

円

。

第

二

子

以

降

、

一

人

に

つ

き

３

万

円

加

算

。

夏

に

一

度

受

け

取

ら

れ

て

い

る

家

庭

は

、

今

回

、

申

請

不

要

で

す

が

、

詳

細

は

井

上
議
員
迄
お
気
軽
に
。

ら

な

い

こ

と

。

抹

消

義

務

は

、

確

か

に

こ

ち

ら

に

有

る

そ

う

で

す

が

、

弁

護

士

の

先

生

に

よ

る

と

、
「

先

方

も

了

解

が

ほ

し

い

だ

け

で

こ

ち

ら

に

手

続

き

や

負

担

を

求

め

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

は

ず

」

と

の

こ

と

で
、
放
っ
て
お
く
こ
と
に
。

◎

共

産

党

の

事

務

所

に

ホ

ー
ム
レ
ス
の
方
が
来
ら
れ
、

「

今

晩

の

宿

を

」

と

の

こ

と

。

連

絡

を

受

け

た

井

上

議

員

が

、

閉

庁

間

際

で

し

た
が
福
祉
事
務
所
に
連
絡
。

何

と

か

緊

急

一

時

宿

泊

施

設
に
入
れ
ま
し
た
。

◎

単

身

で

高

齢

、

身

寄

り

無
し
。
「
私
が
死
ん
だ
時
、

家

主

に

こ

の

借

家

を

返

す

為

、

荷

物

の

処

分

の

予

約

を

し

て

お

き

た

い

」
。

井

上
議
員
が
対
応
中
。

◎

市

営

住

宅

応

募

申

込

み

の
お
手
伝
い
。
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運動で切り捨てをはね返そう
市政報告会開く

５日、市政報告会を開催。「財政危

機」を理由に、市長が市民向け施策を

大幅に削ろうとしている現状を報告、

これを許さない運動をと、呼びかけま

した。もっと市民に知らせるべき、な

どの積極的なご意見等も頂きました。

市
長
「
来
年
度
か
ら
３
年
間
を
『
集
中
改
革
期
間
』
と
す
る
」

「
改
革
」
＝
公
共
料
金
値
上
げ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
切
捨
て
な
ど

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
給
付
金
実
現


